








有用とされている．2015 年 1 月よりインボディジャパン製「InBodyS10」で身体の体水分量
（TBW），細胞外水分量（ECW），細胞内水分量（ICW），などの身体組成の測定を腎セン
ターで行い，DW 評価の有用性について検討した．また，腎センターでの InBodyS10 の運
用方法についても報告する．対象は当院の維持透析患者 50 名で，透析終了後に InBodyS10
で体液量測定を実施した．測定項目である浮腫値（ECW/TBW）とそれをもとに算出した
BIA-DW をガイドラインで定義されている臨床的 DW と比較検討した．血清アルブミン値
が 2.9g/dL 以下群と 3.0g/dL 以上群の両群間で浮腫値を比較したところ 2.9g/dL 以下群が有
意に高く，弱い負の相関を認めた．臨床的 DW と BIA-DW では有意差は認めず，正の相関










































　対象は当院外来維持透析患者 50 名（男性 25 名，
女性 25 名）．平均年齢 67 ± 12 歳，平均透析歴




















実際に臨床で使用している DW を臨床的 DW と
する．
　評価項目は①臨床的 DW と BIA-DW の比較，
②浮腫値と血清 ALB 値の比較を行った．統計学
的有意差は，２群の比較は Wilcoxon の順位和検
定を用い，p ＜ 0.05 を有意差ありとした．データ
は平均値±標準偏差で表記した．
Ⅲ．結　　果
　維持透析患者 50 名の終了時体重は 52.3 ±
10.6kg，浮腫値 0.402 ± 0.013 であった．男女比
では男性体重58.8±9.3kg，女性体重45.9±7.5kg.
浮腫値男女比では男性 0.397 ± 0.014，女性 0.402
± 0.012 であり体重，浮腫値ともに男女間に有意
差は認められなかった（表１）．
　平均臨床的 DW52.3 ± 10.6kg，平均 BIA-DW




血清 ALB 値が 3.0g/dL を境に２群に分けて評価
した．血清 ALB 値 2.9g/dL 以下群（７名）での
浮腫値 0.415 ± 0.012，血清 ALB 値 3.0g/dL 以上
群（43 名）での浮腫値 0.398 ± 0.012 と有意相関










測定し算出した BIA-DW では有意差はなく BIA-








全体（n ＝ 50） 男性（n ＝ 25） 女性（n ＝ 25）
p 値
（男性 vs 女性）
体重（kg） 52.3 ± 10.6 58.8 ± 9.3 45.9 ± 7.5 n.s.
体水分量（L） 28.2 ± 5.1 31.9 ± 3.5 24.5 ± 3.2 n.s.
浮腫値 0.402 ± 0.013 0.397 ± 0.014 0.402 ± 0.012 n.s.
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